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お金が。例えば，千円分買ってきて服を売ると 3 千円残り。今度は 3 千円分買い，また














































































































































書いて，2 番目に出ていく人は 2 番。私は 5 番目に降りていったから「5」と書いてました。
ゴバン［5 番］。だけどその時は名前も知らないから，番号で読んだ。5 番，3 番。それ
で番号，最初に付けたもので呼んで。それで拘置所に行って何日かいて。それで大村収
容所（⑤−＊ 14）に行って。私，密航 3 回して，行ってないとこない。釜山矯導所［刑務所］














































































































































金：1 カ月。密航で行った人は 1 カ月。
――［密航するときに］いくらで来たのですか？
金：日本で 100 万円あげ，ここで 20 万円。


































































































































































頁 行 誤 正





164 26 調査が足りないと言うから 調査をしに来ると言うから
165 3 剣を振りかざして ビンタを張って
169 11 〜 12 そのまま部隊から出て行って 腹を立てて
おことわり
　『大阪産業大学論集　人文・社会科学編』第 13 号（2011 年 10 月）に掲載した「解
放直後・在日済州島出身者の生活史調査（10・上）」の下篇は，都合により，本論
集には掲載できなくなりました。読者のみなさまには，謹んでおことわりとお詫
びを申し上げます。
